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声援を送る生徒(右上)写真は一番バッターの次家君

六
年
前
の
雪
辱
-
晴
ら
す

春
の
県
大
会
を
九
人
の
部
員
で
戦
い
、
ベ
ス

ト

8
入
り
す
る
活
躍
を
見
せ
た
長
高
野
球
部
。

今
大
会
は
部
員
十
一
人
で
臨
み
、
-
回
戦
の
相

手
松
山
北
を
見
事
に

5
1
3
で
敗
り
ま
し
た
。

長
高
は
、
二
回
、
土
口
浦
・
三
宅
君
の
連
続
長

打
で
先
制
、
五
回
は

3
四
球
の
満
塁
か
ら
矢
野

君
の
中
前
適
時
打
で
加
点
し
ま
し
た
。
そ
し
て

六
回
に
逆
転
さ
れ
た
直
後
の
七
回
は
、
四
球
の

豊
川
君
を
一
塁
に
置
い
て
次
家
君
が
右
翼
席
ポ
ー

ル
際
に
逆
転
の

2
点
本
塁
打
。
八
回
に
も
石
田

君
の
中
越
二
塁
打
で
点
差
を
広
げ
ま
し
た
。
一

方
守
り
で
も
、
亀
岡
君
の
丁
寧
な
投
球
や
ナ
イ

ン
の
堅
い
守
り
な
ど
で
松
山
北
の
反
撃
を
許
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

松
山
北
高
と
は
、
六
年
前
に
も

1
回
戦
で
対

戦
し
、

0

9

で
コ
ー
ル
ド
負
け
を
喫
し
て
い

ま
す
。
そ
の
時
の
先
輩
の
雪
辱
を
後
輩
が
見
事

に
晴
ら
し
た
わ
け
で
す
。

な
お
、

2
回
戦
(
対
川
之
石
)
で
は
、
一
進

一
退
の
打
撃
戦
の
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
。
終
盤
に

逆
転
さ
れ
、

7
1
8
で
惜
敗
し
ま
し
た
。
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産
業
農
一
示
館
の

新
設
設
ど

平
成
三
一
年
度
一
般
会
計
に
-
億
九
千

五
十
二
万
九
千
円
が
補
正
さ
れ
、
予
算

総
額
は
五
十
二
億
三
千
一
一
百
二
十
一
一
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い
み
ち
は

次
の
通
り
で
す
。

一
総
務
費
}
企
画
費
と
し
て
、
拓
海
同

地
内
に
町
内
の
工
業
製
品
、
特
産
品
、

産
業
文
化
遺
産
の
展
示
が
で
き
、
ま
た
、

烹
地
企
業
の
交
流
、
研
讃
の
場
と
し
て

利
用
で
き
る
産
業
展
示
館
の
工
事
詰
負

費
な
ど
同
千
四
百
万
円
。

一
衛
生
費
一
塵
芥
処
理
費
と
し
て
、
一
小

燃
物
処
理
資
源
化
施
設
建
設
及
び
焼
却

炉
解
体
撤
去
の
工
事
請
負
費
な
ど
五
千

六
百
六
十
万
円
。

一
農
林
水
産
業
費
一
県
単
土
地
改
良
事

業
費
と
し
て
、
農
業
基
盤
終
備
の
重
要 一般質問の答弁をする上田町長

第2回定例会

議
左h
Z三宝

長
浜
町
議
会
第
二
固
定
例
会
が
、
六

月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
コ
一

日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
ρ

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
主
な
も

性
を
持
つ
農
道
新
設
を
は
じ
め
、
水
路

改
修
等
の
工
事
請
負
費
な
ど
と
一
千
二
十

万
円
。計

画
的
、

弾
力
的
な

財

政

運

営

質
問
:
・
今
後
の
財
政
の
見
通
し
に
つ

い
て
(
和
田
、
水
吉
議
員
)

答
弁
:
・
平
成
二
年
度
事
業
に
つ
い
て

は
、
五
月
三
十
一
日
の
出
納
整
理
期
間

を
終
了
し
、
現
在
、
決
算
事
務
を
行
っ

て
い
る
。
平
成
三
年
度
へ
の
繰
越
金
も

予
定
通
り
確
保
で
き
、
一
二
年
度
の
財
政

見
通
し
は
ほ
ぼ
た
っ
て
い
る
。

平
成
五
年
度
と
一
平
成
七
年
度
の
予
算

規
模
と
地
方
債
の
額
の
対
比
に
つ
い
て
、

現
段
階
で
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
予
算

規
模
の
見
通
し
を
烹
て
る
こ
と
は
同
難

で
あ
る
が
、
今
年
の
三
月
に
作
成
し
県

へ
徒
出
し
た
、
普
通
会
計
中
長
期
財
政

計
画
書
に
よ
る
と
、
平
成
五
年
度
で
約

五
十
六
億
円
、
平
成
七
年
度
で
約
五
十

の
は
、
平
成
二
年
度
長
浜
町
水
道
・
士

業
用
水
道
一
一
事
業
決
算
の
認
定
、
平
成
三
一

年
度
一
般
会
計
及
び
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算
な
ど
議
案
六
件
。
長
浜
町

土
地
開
発
公
社
及
び
青
島
海
道
有
限
会

社
の
経
営
状
況
に
関
す
る
報
告
、
例
月

出
納
検
査
報
告
書
な
ど
議
会
報
告
案
件

七
件
で
、
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り

可
決
さ
れ
、
議
報
告
書
も
受
理
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

億
円
の
予
算
規
模
と
な
る
。

ま
た
地
方
債
の
額
は
、
平
成
三
年
度

対
比
で
平
成
五
年
度
が
約
一
九
%
増
、

平
成
七
年
度
が
約
九
%
増
と
な
る
見
通

し
で
あ
る
。
な
お
、
予
算
規
模
の
増
減

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
年
度
か
ら
行
っ

て
い
る
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
特
別
対
策

事
業
」
が
平
成
四
年
度
に
終
了
す
る
た

め
で
あ
る
。

今
後
の
財
政
運
営
は
、
国
の
経
済
政

策
等
の
動
向
に
注
意
し
な
が
ら
、
中
長

期
的
展
望
に
立
っ
た
計
画
的
、
弾
力
的

な
財
政
運
営
に
努
め
て
参
り
た
い
。
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確
た
る
姿
勢
を

持
っ
て
対
応
を

質
問
:
河
辺
川
ダ
ム
対
策
問
題
に
つ

い
て
(
和
田
永
吉
議
員
)

答
弁
・
:
河
辺
川
ダ
ム
対
策
問
題
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
に
も
各
議
員
か
ら
ご

質
問
を
受
け
て
い
る
が
、
基
本
的
な
考

え
方
は
変
え
て
い
な
い
。
先
日
、
河
辺

川

村

遠

の

幹

事
会
を
開
催
し
、
肱
川
流
域
に
お
け
る

利
水
・
治
水
の
現
状
と
問
題
点
、
環
境

維
持
上
の
課
題
、
流
域
市
町
村
の
中
長

期
的
地
域
振
興
計
画
の
課
題
等
に
つ
い

て
、
調
杏
一
研
究
を
重
ね
資
料
の
作
成
に

全
力
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
問
題
は
、
長
浜
町
に
と
っ
て
も

極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
慎
重
な

対
応
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
流
域

の
現
状
を
踏
ま
え
、
確
た
る
姿
勢
を
持
っ

て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

議
会
の
皆
様
と
共
々
、
全
町
民
の
一
意
志

を
尊
重
し
、
流
域
市
町
村
と
も
緊
密
な

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
誤
り
の
な
い
対

応
を
し
て
け
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

里
守
つ
く
り
に
結
び
つ
く

み

か

ん

対

策

河辺川ダム問題で心配される肱川

質
問
・
:
農
産
物
の
輸
入
白
由
化
と
長

浜
町
の
み
か
ん
対
策
に
つ
い
て
(
津
田

龍
雄
議
員
)

答
弁
:
・
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
と
長

浜
町
の
み
か
ん
対
策
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
、
オ
レ
ン
ジ
・
果
汁
の
輸
入
自
由
化

に
備
え
、
柑
橘
園
地
再
編
対
策
事
業
を

昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
平
成
一
一
年
度
の

三
か
年
に
わ
た
り
実
施
し
て
き
た
。
こ

の
目
的
は
、
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、

産
地
を
再
編
強
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、

低
生
産
国
を
整
理
し
、
問
地
の
再
編
と

み
か
ん
農
業
の
再
生
を
図
ろ
う
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

減
反
結
果
に
つ
い
て
は
、
温
州
み
か

ん
か
ら
キ
ウ
イ
・
野
菜
へ
の
転
換
及
び

植
林
・
廃
因
さ
れ
た
も
の
が
八
九
・
四

作
ル
、
ま
た
、
中
晩
柑
類
か
ら
の
転
換

が
一
八
・
八
作
ル
と
全
体
で
一

O
八
・

一
一
む
ル
に
お
よ
び
、
当
初
計
画
の
一
一

三
了
一
一
作
ル
に
対
し
九
五
・
六
%
に
達

し
、
当
町
の
み
か
ん
聞
も
岡
三
一
二

o

h

け
ル
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
に
お
い
て
は
、
残
っ
た
優
良
園

地
の
肥
塙
管
理
を
農
協
の
指
導
の
下
に

徹
底
し
て
頂
き
、
消
費
者
一
一
l
ズ
に
あ
っ

た
品
質
の
良
い
物
を
生
産
す
る
た
め
に

は
、
間
地
の
若
返
り
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
。
高
品
質
化
と
省
力
化
の
た
め
に
、



3 

高
畦
マ
ル
チ
栽
培
導
入
の
検
討
ち
必
要

か
と
考
え
て
い
る
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不

足
に
つ
い
て
、
農
業
従
事
者
の
一
三
一

生
活
環
境
の

整
備
を
国
る

一一一一一第 2固定例会

質
問
:
・
旦
ぐ
つ
く
り
推
進
の
施
策
に
つ

い
て
(
菊
地
儀
明
議
員
)

答
弁
:
・
里
守
つ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
発
意
に
基
づ
く

取
り
組
み
を
基
本
に
、
道
路
整
備
、
農

林
水
産
業
の
振
興
、
漁
港
の
整
備
な
ど

潤
い
の
あ
る
生
活
環
境
の
整
備
を
図
っ

て
行
く
考
え
で
あ
る
c

「
お
茶
の
間
懇
談
会
」
の
開
催
に
つ

い
て
は
、
過
去
に
県
主
催
に
よ
る
「
お

茶
の
間
懇
談
会
」
や
昨
年
度
ま
で
の
、

町
主
催
に
よ
る
「
町
づ
く
り
懇
談
会
」

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
、

こ
提
言
を
頂
い
て
諸
施
策
に
反
映
し
て みかん園から転換したキウイ園

が
ふ
ハ
十
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
り
、
後

地
職
者
は
、
農
業
後
継
者
協
議
会
に
籍
を

置
い
て
い
る
会
員
の
内
、
農
業
専
業
は

五
人
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
現

在
、
高
齢
者
中
に
も
、
若
い
二
!
代
や

二
-
十
代
の
中
山
甘
さ
ん
に
負
け
な
い
志
欲
を

持
っ
て
農
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
万

も
あ
り
、
そ
の
時
代
に
即
応
し
、
高
収

入
を
上
げ
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

基
盤
を
倖
守
一
さ
れ
て
い
る
農
家
も
あ
る
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
基
盤
整

備
の
み
で
な
く
、
地
域
で
の
悩
み
を
謙

白
川
に
受
け
止
め
、
主
と
っ
く
り
に
結
び
つ

く
み
か
ん
対
策
を
考
え
て
頂
き
、
農
家

の
意
欲
と
農
協
の
指
導
力
、
そ
し
て
、

行
政
の
取
り
組
む
姿
勢
が
、
高
齢
者
汁

策
、
後
継
者
対
策
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
c

い
る
。
今
後
の
開
催
時
期
等
に
つ
い
て

は
、
卜
分
検
討
し
住
民
の
皆
さ
ん
の
建

設
的
な
ご
提
一
一
円
を
頂
き
な
が
ら
「
人
と

物
の
動
く
町
ぐ
つ
く
り
」
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

で
き
る
だ
け

早
い
機
会
に

質
問
:
・
学
校
給
食
問
題
に
つ
い
て

(
菊
地
儀
明
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
:
・
学
校
給
食
問
題
に

つ
い
て
、
長
浜
町
で
は
、
母
親
の
愛
情

弁
当
本
位
で
進
ん
で
き
た
が
、
こ
の
問

題
は
、
多
年
に
わ
た
る
行
政
課
題
で
あ

り
、
近
年
の
経
済
、
社
会
情
勢
の
変
化

か
ら
み
て
も
、
現
在
各
学
校
で
実
施
し

て
い
る
ミ
ル
ク
給
食
か
ら
完
全
給
食
実

施
へ
の
検
辻
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
〈し
か
し
、
給
食
実
施
の
施
設
幣
備
に

は
、
給
食
費
父
兄
白
(
刊
を
除
い
て
も
一

般
会
計
か
ら
約
一
億
円
の
粁
常
経
費
持

ち
出
し
と
な
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、

中
長
期
的
な
財
政
計
酬
の
中
で
可
能
か

ど
う
か
の
見
通
し
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
財
政
的
な
耐
の
外
、
施
設
整

備
の
内
容
、
運
営
万
針
等
、
行
政
側
と

学
校
、

P
T
A
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

し
札
場
か
ら
あ
ら
ゆ
る
研
究
を
し
、
学
校

給
食
問
題
に
つ
い
て
の
方
向
づ
け
を
し

て
い
き
た
い
と
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

長
浜
町
の
青
少
年
が
、
心
身
共
に
健
康

で
、
知
性
あ
ふ
れ
る
た
く
ま
し
い
成
長

を
遂
げ
る
た
め
の
給
食
を
、
で
き
る
限

り
単
い
機
会
に
、
こ
れ
ら
諸
問
題
解
決

の
見
通
し
を
た
て
た
い
と
思
う
。

答
弁
(
教
育
長
)
:
食
生
活
全
通
じ

て
の
教
育
力
の
低
下
に
つ
い
て
、
現
今

の
家
庭
は
、
食
生
活
を
含
め
て
全
般
的

に
教
育
力
が
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
、

核
家
族
化
、
出
生
率
の
低
下
に
よ
り
、

教
育
的
機
能
を
低
下
さ
せ
、
家
風
と
か

良
き
伝
統
を
喪
失
し
た
。
教
育
の
基
本

は
、
家
庭
教
育
に
あ
り
、
父
母
は
最
初

の
教
師
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
子
供

達
に
と
っ
て
、
心
の
安
ら
ぎ
と
な
る
、

心
豊
か
な
人
間
と
し
て
育
つ
家
庭
の
復

活
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
σ

親

は
、
一
言
葉
だ
け
で
な
く
、
後
姿
で
教
育

す
る
と
い
う
無
一
百
の
感
化
を
教
え
る
事

が
大
切
な
事
で
あ
る
。
な
お
、
本
町
で

も
こ
の
点
を
重
視
し
、
家
庭
及
び
地
域

の
教
育
機
能
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

生
涯
学
習
の
推
進
体
制
を
整
備
す
る
た

め
に
努
力
し
て
い
る
。

緊
急
度
の
高
い
も
の
か
ら

早

急

に

整

備

質
問
:
地
域
全
般
に
わ
た
る
町
道
、

農
道
の
小
災
辛
口
復
旧
改
良
に
つ
い
て

(
潟
地
儀
明
議
員
)

答
弁
(
町
長
)
・
:
千
成
元
年
に
は
、

一
千
一
度
に
わ
た
る
大
き
な
災
害
を
受
け
、

す
向理処所AM
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何
火被

似
よ雨

、
、
官
家

ー
続
開雨

ヤ

枯

憎の片ヰ
品
ウ

法
に
定
め
ら
れ
た
採
択
要
件
に
該
当
し

な
い
も
の
だ
け
で
も
二
百
件
弱
発
生
し

て
い
る
。
災
害
か
所
が
多
い
の
と
被
災

形
態
が
そ
れ
ぞ
れ
達
、
つ
こ
と
か
ら
、
災

安
の
程
度
と
合
わ
せ
、
で
き
る
だ
け
半

く
復
旧
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

路
面
補
修
に
つ
い
て
も
、
舗
装
設
計

基
準
以
上
の
大
型
車
両
の
交
通
量
の
増

加
や
舗
装
自
体
の
耐
用
年
数
の
こ
と
も

あ
り
、
損
傷
の
原
因
を
よ
く
検
討
し
、

補
修
工
法
を
決
(
疋
し
な
け
れ
ば
な
ら
一
な

い
。
ま
た
、
小
災
害
復
旧
と
同
様
、
緊

急
度
の
高
い
も
の
か
ら
早
急
に
整
備
を

進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

答
弁
(
建
設
課
長
)
:
平
成
元
年
度

は
、
異
常
気
象
か
ら
て
一
度
に
わ
た
る
大

き
な
被
宍
を
被
り
、
昨
年
、
ま
た
、
四

度
の
台
風
襲
来
に
よ
り
、
三
十
七
件
の

箱
詰
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
災
古
の
他
、
小
規
模
災
害
等
に
つ

い
て
も
公
共
上
水
施
設
、
関
係
だ
け
で
、

千
成
元
年
度
で
約
百
八
十
件
、
一
平
成
一
一

年
版
で
約
八
卜
件
の
災
害
が
発
生
し
、

早
急
な
対
応
を
要
す
る
か
所
か
ら
復
旧

を
実
施
し
て
い
る
。

路
面
損
傷
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
急

激
に
そ
の
損
傷
程
度
が
増
し
て
お
り
、

そ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
が
、
一
般

車
輔
の
交
通
利
用
度
の
高
い
路
綿
等
を

優
先
し
、
損
傷
原
因
を
考
慮
し
な
が
ら

補
修
を
進
め
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

そ
し
て
、
未
舗
装
路
線
の
舗
装
整
備
計

画
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
、
計
画
的
に

対
応
す
る
と
共
に
道
路
機
能
を
麻
痩
さ

せ
た
り
、
事
故
を
誘
発
す
る
よ
う
な
著

し
い
損
傷
か
所
か
ら
速
や
か
な
措
置
を

講
じ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

昨年の台風19号により被災したか所(復旧済)
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5
厚
生
省
決
定
・
今
年
五
月
か
ら
5

高
額
医
療
制
度
の
改
正

自
己
負
担
制
度
六
万
円

高
額
医
療
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
百
万
円
の
医
療
費
を
要
し
た

一
般
被
保
険
者
の
白
己
負
担
は
、
三
割

と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
三
十
万
円
に

な
り
ま
す
が
、
同
制
度
の
適
用
で
六
万

円
だ
け
を
支
払
え
ば
済
む
と
い
う
制
度

で
す
。国
民
健
康
保
険
の
高
額
医
療
費
の
自

己
負
担
限
度
額
を
、
現
行
の
一
か
月
五

万
七
千
円
か
ん
六
万
円
に
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
・
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
低

所
得
者
に
つ
い
て
も
、
三
万
一
千
八
百

円
か
ら
三
万
三
千
六
百
円
に
今
年
五
月

か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
に
行
く
と
き
、

A
さ
ん
が
大

き
な
だ
い
じ
ん
グ
モ
を
ぼ
う
に
つ
け

て
、
ぼ
く
の
方
に
持
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
手
で
ク
モ
を
つ
か
ま
え
て
、

な
げ
て
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
か
さ

で
ク
モ
が
と
ん
で
く
る
の
を
ふ
せ
ぎ

ま
し
た
。
す
る
と
ま
た
、
な
げ
よ
う

と
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
「
や
め
て
、

や
め
て
。
」
と
大
声
で
+
一
一
行
っ
て
に
げ

ま
し
た

o
A
さ
ん
は
、
お
っ
て
こ
な

か
っ
た
の
で
そ
の
ま
ま
学
校
へ
行
き

ま
し
た
。

次
の
目
、
今
度
は

B
君
が
ク
モ
で

い
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
、

ぼ
く
は
、
と
め
よ
う
と
固
い
い
ま
し
た
。

け
ど
、
ぼ
く
も
ク
モ
が
大
き
ら
い
な

ま
た
、
連
続
四
か
月
目
以
降
の
入
院
・

外
来
患
者
に
適
用
す
る
軽
減
措
置
も
三

万
三
千
円
か
ら
三
一
万
四
千
八
百
円
に
、

低
所
得
者
が
二
万
二
千
一
一
百
円
か
ら
二

万
三
千
四
百
円
は
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

加
算
額
対
象
者
に

異
動
が
あ
っ
た
と
き
は

速
や
か
に
届
け
出
を

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
の

加
算
額
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
子
供
が
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
と
き
は
、

「
加
算
額
対
象
者
不
該
当
届
」
を
役
場

の
国
民
年
金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
死
亡
し
た
と
き

②
生
計
維
持
の
状
態
が
止
ん
だ
と
き

③
婚
姻
し
た
と
き

④
配
偶
者
以
外
の
養
子
と
な
っ
た
と
き

の
で
、
と
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
学

校
に
つ
く
ま
で

A
さ
ん
は
、
し
つ
こ
く

B
君
を
ク
モ
で
こ
ま
ら
せ
て
い
ま
し
た
o

A
さ
ん
に
、
注
意
が
で
き
な
か
っ
た
ぼ

く
は
弱
虫
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
日
の
学
校
の
帰
り
で
し
た
。
闘
騒

A
さ
ん
は
、

C
君
に
め
い
れ
い
し
園
野

て
、
ぼ
く
を
は
が
い
じ
め
に
し
ま
暫

し
た
。
そ
し
て
ク
モ
に
ど
こ
ま
で
園
田
一

た
え
ら
れ
る
か
を
や
ら
せ
ら
れ
ま
輔
圃

し
た
。
ぼ
く
は
、
力
い
っ
ぱ
い

C

罷

君
を
は
ね
の
け
、
も
ち
ゅ
う
で
に
げ
ま

し
た
。

A
さ
ん
が
ク
モ
を
持
っ
て
お
い

か
け
て
き
ま
し
た
。
や
つ
と
に
げ
帰
り

ま
し
た
。
ど
う
し
て
、
人
の
い
や
が
る

ご
と
を
す
る
の
か
考
え
ま
し
た
。
し
か

⑤
離
縁
し
た
と
き

⑥
障
害
の
程
度
が
一
級
又
は
二
級
の
状

態
に
あ
る
二
十
歳
未
満
の
者
が
一
級
・

二
級
の
状
態
で
な
く
な
っ
た
と
き

こ
の
届
け
出
を
忘
れ
て
い
る
と
、
年

金
を
受
け
過
ぎ
て
、
後
で
返
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

つ

理
容
応
、
美
容
庖
及
び
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
広
に
掲
げ
て
い
る
「

S
マ
1
ク
」
は
、

厚
生
大
臣
認
可
の
標
準
営
業
約
款
に
従
っ

て
営
業
し
て
い
る
お
庖
の
表
示
で
す
。

こ
の

S
マ
l
ク
を
庖
頭
に
掲
げ
て
い

し
、
ど
う
し
て
も
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た。
お
父
さ
ん
に
聞
く
と
、
「
弱
い
者
い

じ
め
が
す
き
だ
か
ら
で
は
な
い
か
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
「
人
を
こ
ま
ら
せ
た

麓鐘縄基蕗遥翻

い
じ
め

ら
れ
た
こ
と

り
、
い
や
が
る
こ
と
を
す
る
の
が
楽
し

い
の
だ
ろ
う
か
。
」
ま
た
、
考
え
ま
し

た
。
ぼ
く
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

ぼ
く
は
、
人
が
よ
ろ
こ
ん
だ
り
に
こ

に
こ
す
る
方
が
気
も
ち
が
い
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
み
ん
な
で
わ
ら
う

こ
と
が
楽
し
い
で
す
。

二
、
二
一
日
た
っ
た
朝
、
ま
た

A
さ
ん

が
小
さ
い
ク
モ
を
持
っ
て
き
て
、
ば
く

に
見
せ
に
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
に
げ
な

|
」
い
で
、
「

A
さ
ん
や
め
て
や
。
」

校
生
一
と
大
き
な
戸
で
言
い
ま
し
た
。

A

一
さ
ん
は
、
ち
ょ
っ
と
わ
ら
っ
て
、

学
年
一
大
き
な
ク
モ
を
と
っ
て
ぼ
く
を
お

小
一
三
い
か
け
て
き
ま
し
た
。
と
ち
ゅ
う

し
で
ク
モ
が
木
か
ら
お
ち
て
た
す
か

り
ま
し
た
。

今
度
し
た
ら
先
生
に
言
お
う
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
ど
う
し
て
か

A
さ
ん
は
ク
モ
で
お
い
か
け
る
こ
と
は

な
く
な
り
ま
し
た
。

B
君
に
も
し
な
く

町内で揚け、られているSマーク

美
し
く
清
潔
に
。
厳
し
い
管
理
基
準

に
従
い
営
業
施
設
の
維
持
・
管
理
を
行

い
、
お
客
様
に
気
持
ち
の
よ
い
サ
ー
ビ

ス
を
お
約
束
し
ま
す
。

標
準
営
業
約
款
制
度
に
つ
い
て
の
詳

し
い
内
容
な
ど
の
ご
照
会
に
つ
い
て
は
、

県
環
境
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
(
宮

O
八
九
九
二
四
|
一
三
二

O
五
)
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
り
ま
し
た

o
A
さ
ん
が
ク
モ
で
こ

わ
が
ら
せ
る
こ
と
を
す
る
の
が
あ
き

た
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

ず
っ
と
つ
弓
つ
け
ば
い
い
と
思
い
ま
し

た
。
ち
か
ご
ろ
は
、
学
校
に
い
く
の

が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

A
さ
ん
が
へ
ん
し
ん
し
て
く
れ
た

の
は
、
「
み
ん
な
と
な
か
よ
く
遊
ぼ

う
。
」
と
い
う
校
内
の
生
活
呂
ひ
ょ

う
の
せ
い
だ
と
気
が
つ
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、

A
さ
ん
が
し
ば
ら
く
し
て
、

「
ク
モ
で
い
じ
め
て
ご
め
ん
。
」
と
一
百
つ

で
あ
や
ま
っ
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。

ぼ
く
は
、
小
さ
い
人
た
ち
に
、
も
っ

と
や
さ
し
く
し
て
あ
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
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一一一ーごみ処理問題皿

ごみ年同~0 (Q)(Q)(Q)万

東
-
、
ド
ー
ム
部
杯
分

一
九
八
七
年
度
に
全
同
の
家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら
出
た
一
般
ご
み
の
総
量
は
五
千
万
1

J

に
達
し
、
過

去
最
高
だ
っ
た
前
年
度
を
百
六
十
九
万
ト
ン
(
士
了
五
%
)
も
上
回
っ
た
こ
と
が
、
厚
生
省
の
調
査
で
分
か

り
ま
し
た
。
愛
媛
県
は
、

-1
十
凶
万
八
千
ト
ン
で
一
一
・
一
二
%
減
少
し
た
も
の
の
、

O
A
化
に
伴
、
つ
紙
ご
み
な

ど
の
事
業
系
ご
み
や
家
活
製
品
な
ど
の
粗
大
ご
み
、
使
い
捨
て
容
器
な
ど
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
増
加
が

あ
と
を
た
ち
ま
せ
ん
n

ご
み
問
題
の
解
決
に
は
行
政
、
企
業
、
消
費
者
が
協
力
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
責
仔
を

果
た
す
こ
と
が
不
り
欠
で
す
。

ご
み
の
総
排
出
量
の
推
移
(
全
国
)

ア
ル
ミ
骨
@
再
車
剥
周

リ
サ
イ
ク
ル
効
果
を

見
つ
め
直
す

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
再
生
の
面
で
優
れ

た
素
材
で
す
。
再
生
し
て
も
品
質
が
変

わ
ら
ず
、
同
同
で
も
再
生
利
用
が
可
能

ぞ
れ
が
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
の
で
す
。

こ
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
使
っ
た
ア
ル
ミ

缶
に
は
、
「
軽
い
」
「
よ
〈
冷
え
る
」

な
い
乙
メ
リ
ッ
ト
も
多
く
、
ア
メ
リ
カ
で

は
、
飲
料
缶
の
容
器
の
九
六
%
以
上
金
、

ア
ル
ミ
缶
が
占
め
て
い
ま
す
。
(
日
本

で
は
一
二
二
%
)

省
エ
ネ
効
果
ば
つ
ぐ
ん
の

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
再
生
利
用

と
こ
ろ
で
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
こ
と

を
「
電
気
の
塊
」
と
か
、
「
電
気
の
缶

詰
」
な
ど
と
昨
ぶ
の
を
ご
存
じ
で
す
か
仁

こ
れ
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
製
錬
に
、
多

く
の
電
気
が
使
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
ア
ル
ミ
缶
な
ど
を
溶
か
し
て

再
生
す
れ
ば
、
新
た
に
ア
ル
ミ
一
一
ウ
ム

を
つ
く
る
の
に
比
べ
、
わ
ず
か
三
%
の

子
不
ル
ギ
l
し
か
か
か
り
ま
せ
ん
。
ア

ル
ミ
、
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
、
省
エ
ネ
の

面
で
脚
光
を
浴
び
て
い
る
の
は
ど
の
た

め
で
す
c

省
エ
ネ
効
果
を
実
際
の
デ
ー
タ
で
み

て
み
ま
し
ょ
う
ω

平
成
元
年
度
に
販
売

さ
れ
た
ア
ル
ミ
缶
入
り
飲
科
は
、
全
国

で
約
五
十
億
缶
ο

こ
の
、
っ
ち
四
三
・
五

%
(
約
三
一
十
四
億
缶
)
が
回
収
さ
れ
、

再
生
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果

節
約
で
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
東
京
都

と
群
馬
県
円
九
日
計
約
五
百
四
十
三
方
附

帯
が
一
か
月
で
使
、
つ
電
力
の
量
に
相
当

す
る
の
で
す
J

諸
外
国
と
比
べ
で
も
低
い

わ
が
国
の
回
収
率

省
資
源
に
も
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
有

効
な
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
、

今
後
、
よ
り
一
層
進
め
て
い
く
上
で
、

私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。ご
承
知
の
よ
う
仁
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

は
缶
に
限
ら
ず
、
サ
ッ
シ
や
自
動
車
の

エ
ン
ジ
ン
、
電
線
な
ど
に
も
利
附
さ
れ

て
い
ま
す
む
こ
う
い
っ
た
事
業
系
の
ア

ル
ミ
製
品
に
つ
い
て
は
、
業
者
な
ど
を

通
じ
て
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
て
い
ま
す
c

家
庭
の
な
か
で
の
ア
ル
ミ
裂

回
聞
は
、
ど
う
で
し
ょ
、
っ
。
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
な
ど
の
包
装
に
使
わ

れ
て
い
る
銀
紙
や
料
埋
用
の
ア

ル
ミ
箔
な
ど
、
回
収
が
同
難
な

も
の
を
除
け
ば
、
家
庭
か
ら
出

る
ア
ル
ミ
製
品
で
回
収
の
容
易

な
も
の
は
ア
ル
ミ
缶
で
す
。
つ

ま
り
、
ア
ル
ミ
缶
の
同
収
を
進

め
る
こ
と
が
、
ア
ル
ミ
、
二
ウ
ム

全
体
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
な
が

る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ア
ル
ミ
缶

の
回
収
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
、
回
収
率
を
諸
外

凶
と
比
べ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
の

約
六
O
%
に
対
し
、
わ
が
国
は

四
二
%
と
遅
れ
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
徹
底
の
た
め

回
収
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

ア
ル
ミ
缶
の
回
収
に
は
、
分
別
出
収

や
集
団
回
収
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
事
情
に
あ
っ
た
方
法
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
倣
嵐
の
た
め
、
世
間
同
問
的
に

ア
ル
ミ
お
の
凶
収
活
動
に
参
加
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

一
分
別
回
収
}

町
内
仁
設
置
し
て
い
る
ご
み
収
集
か

所
に
は
、
可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
に
分

け
、
収
集
日
や
昨
聞
な
ど
を
よ
く
確
認

し
た
上
で
、
ル
ー
ル
に
従
い
、
計
画
的

に
山
川
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

長浜町の年度見IJごみ収集量@費用

元年度 2年度温\----~___1 63年度
.計画収集人口人| 11，309 11，546 ll，691T 

1，302.2 1，490.9 1，587.1 可燃物ごみん

不燃物ごみトン 771.2 I 711.5 I 762.2 

2，358.3 1 2，202ι2.064.4 

町民 1人当り! 約 | 約 I~ 
の収集・焼却 1，996円 I 2，600円j I '-... 
処 理費用 I(年間l人当り )i(年間l人当川 ¥ 

収集量トン



豊かえま暮らしのために

8石油、石炭、天然ガスの化石燃料は、その開発、生産、消費、廃棄の過
程で環境にさまざまの負荷を与えています。大気汚染、酸性雨、地球温

暖化といった自然の秩序の狂いがそれです。

• I省エネjすなわちエネルギーの節約は、限りある資源を大切にという
理由からだけでなく、自然の調和の回復をという目的からも、いま最も

重要なこととされています。

@たった一人が、たったーつの家庭が少しばかりの節約をしたところでと

思いがちですが、それが十、百、千となっていくと大きな力となります。

これも身近な「省エネJです。

融議離麓盤韓議離欝轟轟輔
夏は、朝のうちに水をためておく。冬

はわかす直前に入れる。

少量の水を熱くわかしてから水を入れ

て適温にするより、はじめから必要量

の水をわかす方が省エネになる。

ふたをしてわかすというのは、熱を逃

がさない、だから早くわくという常識。

さらに水の表面にビニール布を張ると

いうのも一歩前進した省エネのコツ。

~6ー

衛生関係

場え1ま地域規模で
行目指怯属完から

水の量や加熱を適量、適温で、ストッ

プする自動装置やブザーなどが開

発されているので、節約の面で利

用が勧められている。

ブザーっきタイマーを活用し

て火や水のロスを防ぐ。

残り湯はすぐに捨てないで、うまく生かしましょう。

汚れないようにつとめて入れば、翌日

も入れる。

壊句通!

翌日でも 25 度~30 度程度の温度を保っ

ているので、洗濯や掃除で汚れをよく落

とす。

自動車の掃除に再利用。

夏の水まきや、冷めてからは植木の水に

も使用できる。

む
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骨量

~ 
E 
~ 

H
長
浜
あ
り
そ
短
歌
会
H

新
ら
し
き
時
代
聞
く
と
わ
が
町
の
嵐
の

河
口
漕
ぎ
出
で
ぬ
龍
馬
は久

保

七

郎

亡
き
夫
の
卜
三
回
忌
に
な
り
来
し
墓
原

め
ぐ
り
野
い
ち
ご
の
咲
く垣

見

益

枝

病
床
の
窓
ら
よ
り
見
ゆ
る
竹
や
ぶ
の
笹
に

小
鳥
の
飛
び
交
ひ
を
り
片
岡
千
代
子

傘
に
落
つ
る
青
葉
の
雫
背
し
げ
く
住
吉

様
の
坂
登
り
ゆ
く

文芸・当直医@お知らせ

文化庁による移動芸術祭巡回講演は、日頃、生の芸術

に接する機会の少ない地域のより多くの住民の方に、低

料金で鑑賞する機会を提供ト、地域における芸術文化活

動の充実向上を図るため実れするものです。

鎌

田

文

香

久
し
ぶ
り
に
拝
め
る
お
日
様
ま
な
い
た

と
布
巾
を
干
し
て
安
ら
ぎ
て
を
り

久

保

美

江

灰
一
色
水
平
線
の
濃
く
け
ぶ
る
瀬
戸
見

飽
き
ず
居
れ
ば
葉
桜
に
消
ゆ
永
井
み
う
き

み
か
ん
の
花
呑
り
を
送
る
す
べ
な
く
て

友
へ
の
便
り
に
押
し
花
入
れ
ぬ

東

は

な

子

く
ぐ
も
り
で
く
り
返
し
鳴
く
鳩
の
戸
ひ
ゾ

き
さ
み
し
と
今
朝
は
き
き
を
り

堀

井

光

子

道
端
の
濡
れ
し
子
つ
ば
め
母
を
呼
ぶ
た

ゆ
ら
に
声
に
傘
を
差
し
か
く
松
田

日召
子

当日券 2，500円

2，000円

9月怯障害者

層周促進月聞です

* 

足
山
の
高
き
灯
台
や
す
み
な
く
今
宵
も

照
ら
す
遠
き
夜
空
に

矢

野

清

人
も
車
も
今
だ
見
か
け
ぬ
早
朝
の
道
ひ

ろ
ぴ
ろ
ゆ
き
て
海
を
見
さ
け
む

山
口
美
千
子

川
と
ん
ぼ
と
ら
え
る
つ
も
り
な
き
ま
、

に
流
れ
に
添
ひ
て
孫
と
追
ひ
ゆ
く

山
下
ョ
、
不
子

障害者の方を雇用されていますか 1

事業主の皆さん、障害者の方を一人でも多く雇用しま

しょう。

障害者の方を安定所の紹介で雇用された場合は、助成

金が支給されますのでご活用ください。

詳しいことは、お気軽に安定所までお問い合わせくだ

さし、。

ハローワーク大洲
(一大洲公共職業安定所)

宮 24-3 1 9 1 

院

月 日 当直医院 電話番号 月 日 当直医院 電話番号

8/18 岡田医院 52-0639 9/8 石村病院 52-0275 

8/25 菊地医院 52-0209 9/15 清水医院

9/1 門屋医院 52-0202 [診療]救急患者の方のみ

[受付]午前10: OO~午後5 : 00 闇原則として往診は致しません。

落語・春風亭柳昇、三辺亭夢楽・;春雨・雷蔵ほか

奇術・松旭斎八重子、号、江子ほか

[日時]10月25日 開演 18時30分

[場所]長浜町中央公民館

[入場料] (1階席)前売券 2，000円

( 2階席) ク 1，500円

大詳しくは、長浜町教育委員会まで

(霊堂 52-1111)

* --*申

産量

オジギソウ

直主語社
会
保
険

出
張
相
談
の
お
知
ら
せ

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎

月
二
回
、
社
会
保
険
の
出
張
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

厚
生
年
金
や
国
民
年
金
に
つ
い
て
相

談
さ
れ
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

{
日
時
}
八
月
九
日
(
午
前
九
時
l
正

午
)
・
八
月
二
十
日
(
午
前
十
時

i
午

後
四
時
)

一
場
所
一
長
浜
町
商
工
会

乳がん園子富tJ¥ん検診

月 日 場 所 受付時間 検 芸日ク人 料

8/26 櫛生福祉センター 午後1:00~2:00 子宮がん検診・700円

8/27 白滝公民館
午後1:00~2:00

乳がん検診.200円

8/28 豊茂公民館 子宮がん検診・700円

(女70歳以上は無料)

不用犬買い上{ず自

各連絡所・午前 8:30~ 9:00まで |買い上げ料金・ I頭
受付 1500円 *印鑑を必ず

庁・午前 8:30~10:00まで |持参して下さい。本

」
ど
も
達
に
生
の
演
奏
を

{
日
時
}
八
月
十
七
日
午
後
二
時
j

一
場
所
}
長
浜
町
中
央
公
民
館

{
講
演
内
容
]
室
内
楽
、
指
揮
・
中
田

勝
博
、
演
奏
・
愛
媛
交
響
楽
団

一
対
象
者
一
小
・
中
学
生
及
び
そ
の
指

導
者
等
地
域
住
民

{
入
場
料
}
無
料

一
お
問
合
せ
先
}
長
浜
町
教
育
委
員
会

宮
・
五
二

I
一
一
一
一
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ご
み
の
な
い

き
れ
い
な
ま
ち
へ

ー
長
中
ク
リ
ー
ン
作
戦
i

七
月
十
二
日
、
長
浜
中
学
校
で
は
、

ご
み
の
な
い
住
み
良
い
快
適
な
生
活
環

境
を
創
造
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
展
開
し
た
。
一
年
生
は
長
高

前
海
岸
、
二
年
生
は
町
民
広
場
、
一
一
一
年

生
は
沖
浦
海
水
浴
場
と
三
班
に
分
か
れ
、

草
ひ
き
や
ゴ
ミ
ひ
ろ
い
な
ど
の
作
業
を

行
っ
た
。ju即
時

ルポパッチリ

おねえち学

名コック/

(~ 

支{七叢舗にチャレ

~青年団陶芸教室~

。〆

Mγname IS 000  

~英会話教室開講~
6月20rl、体育館で平成 3年皮ふ

れあい英会話教宅が開講したυ

これは、!玉l際交流の一環として、
外国人語二師との気楽なふれあいの中

で、英会話を身につけながら国際的

な視野を広げることを目的に開講さ

れたもので、生徒は、オーストラリ

ア人のジョ ジ e ベギオス講師の生

の英語に聞き入っていた。

〆、

かれ'1P4Z0~ ~ 
Z持令~句竺

」与{};42/

~豊茂保カレーノfーティー~

6月19日、豊茂保育所で豊茂小学

校の 1年生を迎えてのカレーノf←テイ←

7ウ'1J二わオL7':: 0 
これは、去年、年長組だった I年

金てカマl買えたジャガイモをf吏ってイ乍る
というもので、小学生になったおに

いちゃん、おねえち干んの真似をし

ながら作り、おいしくでき上がった。

E書道を花いっぱいに/
~今坊でサルビア植栽~

青年同では、日常生活で陶器類

を多く使用する反面、普段、陶芸

にかかわる機会の少ない団員に、

陶器の良さを知ってもらおうと、

6月23日、柴の芸術家-窪幸二さ

んの指導のもとに陶芸教室を行っ

サルビアの植栽が7月 17r 1、今坊の[Iili出(い、で今幼公民館二主催による、
1fオ);jL丈二。
これは、クリ ン愛妓の ι棄としご1iわれたもので、喜多{難保育所の開
児ゃ書多灘小学校の児主主ん約50人が参加した。

Tこo

花

まど
主ぼ
ごと
り司)

ー
庁
舎
前
に
サ
ル
ビ
ア
ー

六
月
三
十
一
日
、
役
場
前
で
柴
小
学

校
生
徒
に
よ
る
サ
ル
ビ
ア
の
前
摘
が
行

コーレ苧
)
O

オ

オ

/
こ
れ
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
一
環

と
し
て
毎
年
ノ
れ
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

他
に
長
浜
駅
、
什
沌
駅
、
長
浜
山
校
、

山
υ
同
公
開
な
ど
に
も
柄
、
え
ら
れ
た
。

ス
マ
ッ
シ
ュ
/
ス
マ
ッ
シ
ュ

ー
長
浜
町
卓
球
大
会
i

七
月
七
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

で
第
十
四
回
長
浜
町
卓
球
大
会
が
行
わ

れ
た
。こ
れ
は
、
卓
球
愛
好
者
の
親
睦
を
涼

め
る
と
共
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健

康
噌
進
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
町
内
外
合

わ
せ
て
約
百
一
一
十
人
が
参
加
し
た
。
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⑪

長

勇

気

の

あ

る

子

に

、

主

た

、

心

の

広

い

へ

に

な

っ

て

一

九

三

、

江

口

一

一

喝

聖

護

g
E
薗
震
警

一

一

夫

，

V
も
ら
い
た
く
て
、

41叩
襲

撃

司

君

通

・

れ

一

• 

一
f
J
一
料
市
一
ー
付
け
罷
謡
、
一
い
た
守
山
一

J
一

一

色

健

康

で

、

何

齢

瞳

F
Jぱ均
一

:
 

三九千円悔い
J
f
m…一¥町一

一:斡
z
u
j
d

昔
話
調

j
f
j一

空

事

て

ほ

し

い

と

忠

っ

九

議

隣

諸

ず

111一
議

灘

義

一

i

j

 

P

5

-
て
い
ま
す
。

?
J
鱗
ー
ぷ
一
一
三
一
一
足
ー
ー
;

川

町

一

一

」

グ

(

父

H
竺

さ

ん

母

H

望
月
一

前

野

久

雄

さ

ん

一
三
井
セ
ツ
コ
さ
ん

車
生
大
臣
特
別
表
彰

一一一一一歳です・表彰⑮ふるさとめぐリ

こ
の
ほ
ど
、
出
海
の
前
野
久
雄
さ
ん
、

上
老
松
の
一
三
井
セ
ツ
コ
さ
ん
は
、
一
一
十

五
年
以
上
に
わ
た
り
民
生
委
員
。
児
童

委
員
と
し
て
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢

献
し
た
こ
と
に
よ
り
、

F
条
進
一
郎
厚

守
大
臣
か
ら
衣
彰
状
と
記
入
r

山
口
問
が
お
く

ら
れ
、
鳥
山
寛
八
幡
浜
地
方
向
長
か
ら

子
一
は
さ
れ
ナ
し
た
c

長
浜
町
が

優
秀
戸
籍
事
務

Lhμ
げ
司
王
」
J
1
J
ヴ

」

干
l
H
u
r
l
-
}
U

高
松
法
務
局
長
表
彰

五
月
三
十
日
、
高
知
市
で
開
催
さ
れ

た
川
国
地
区
連
合
戸
籍
事
務
協
議
会
総

会
で
、
長
浜
町
は
、
一
戸
籍
ボ
務
の
処
理
a

運
営
に
つ
い
て
優
秀
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
、
山
川
口
(
夫
高
松
法
務
局
長
か
ん
表

彰
さ
れ
ま
し
た

り
フ
ォ
ー
ム
(
増
田
改
築
)

間

l
ン宅
金
融
公
庫

一
受
付
け
期
間
一
平
成
山
年
三
月
卜
九

日
(
木
)
ま
で

{
融
資
額
一
最
高
四
十
両
九
十
万
円
(
工

事
費
の
八
割
が
限
度
額
)
・
他
に
百
万

円
ま
で
の
特
別
加
算
あ
り

{
金
利
一
当
初
十
年
間
六
。

-
年
目
以
降
六
・
七
%

一
返
済
期
間
一
最
長
一
一
ト
年

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
公
庫
取
扱
会

融
機
関
、
ま
ヂ
ノ
は
住
宅
令
融
公
庫
川
川

之
応
e

鐙

(
O
ヘ
ピ
八
)
三
冗

1
0
五

一
一
ま
で

納骨

!雇土

右翼
:啓監
鞠判
催

次
代
を
に
な
う
こ
と
も
た
ち
に
、
夢

と
希
望
を
与
え
る
た
め
、
恒
例
の
幼
児

ま
つ
り
合
開
催
し
ま
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長浜高校グラウント
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l 長浜町a地震準波
総合避難訓練

3年 g周 2目{周〉

何時発生するかわからない地震・津

波から住民の生命や財産を守るため、

地域防災計画により、防災関係機関、

民間協力団体及び地域住民が体となっ

て、通信連絡及ゲ避難訓練等を実施し

て、 ~h .Xf本制の充実強化、応急、土寸策の

向上を図ると止もに、住民の肋一災意識

の普及と高拐を図るために行うもので

す I
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お往がやってきて国民大移

重力のH寺 ~JI をよ担える。話:とJ:f月

の帰省、ラッシュは日本独特の

ものらしく、欧米や諸外国に

はあまり仔リカξあることを聞か

なし、。この脅慣は倍、J11時代に

旧陪の 1月 16日と 7月16日の

年二回、了度、"月と盆の時

期に設入(~)と称して奉公人や

出稼者の任期更新の日が定め

てあ..--)--c、 三のIlには賃金や
小遣いを貰い、休暇を与えら

れて古i'11のイ弘元へ帰~)て米る

ごとが定着化して出来上った
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し、るのだがら、 u、さこれカず_-

斉に帰行するとなると主要泊

踏を;立じめ各極交油機悶も麻

i年白ヲな大渋i;日;Fを起すのも当然

であろう。
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6月末現在日日三?竺
20人減

(T;江)
1世帯減

人口をふやしましょう

帯世

11，258人
(男三275人
f，( 5，983人

:3，732世俗

口人

世情数

人


